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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和1年9月5日(2019.9.5)

【公開番号】特開2018-56031(P2018-56031A)
【公開日】平成30年4月5日(2018.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2018-013
【出願番号】特願2016-192776(P2016-192776)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0569   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0568   　　　　
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月26日(2019.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極；
　負極；
　セパレータ；及び
　リチウムイオンを含む非水系電解液；
を含む非水系リチウム型蓄電素子であって、
　前記セパレータが、絶縁性を有する第一の層と、前記正極に接する第二の層とを含み、
かつ
　前記第二の層が、下記式（１）～（３）：
　ＬｉＸ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｌｉ・・・・・・（１）
｛式（１）中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、又は炭素数１～４のハロゲン化ア
ルキレン基であり、かつＸ１及びＸ２は、それぞれ独立に－（ＣＯＯ）ｎ（ここで、ｎは
０又は１である。）である。｝
　ＬｉＸ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｒ２・・・・・・（２）
｛式（２）中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、又は炭素数１～４のハロゲン化ア
ルキレン基であり、Ｒ２は、水素、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数１～１０のモノ
若しくはポリヒドロキシアルキル基、炭素数２～１０のアルケニル基、炭素数２～１０の
モノ若しくはポリヒドロキシアルケニル基、炭素数３～６のシクロアルキル基、又はアリ
ール基であり、かつＸ１及びＸ２は、それぞれ独立に－（ＣＯＯ）ｎ（ここで、ｎは０又
は１である。）である。｝
　Ｒ２Ｘ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｒ３・・・・・・（３）
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｛式（３）中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、又は炭素数１～４のハロゲン化ア
ルキレン基であり、Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立に水素、炭素数１～１０のアルキル基
、炭素数１～１０のモノ若しくはポリヒドロキシアルキル基、炭素数２～１０のアルケニ
ル基、炭素数２～１０のモノ若しくはポリヒドロキシアルケニル基、炭素数３～６のシク
ロアルキル基、又はアリール基であり、かつＸ１及びＸ２は、それぞれ独立に－（ＣＯＯ
）ｎ（ここで、ｎは０又は１である。）である。｝
から選択される１種以上の化合物を前記第二の層の単位質量当たり１．６０×１０－６ｍ
ｏｌ／ｇ～３．００×１０－１ｍｏｌ／ｇ含有する、
　前記非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項２】
　前記第二の層が、炭酸リチウム、水酸化リチウム、酸化リチウム、フッ化リチウム、窒
化リチウム、又はヨウ素化リチウムから選ばれるリチウム化合物を１種類以上含む、請求
項１に記載の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項３】
　前記リチウム化合物の平均粒径が０．１μｍ以上４μｍ以下である、請求項２に記載の
非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項４】
　前記第二の層の膜厚が１μｍ以上１０μｍ以下である、請求項１～３のいずれか１項に
記載の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項５】
　前記第二の層が導電性材料を１質量％以上２０質量％以下含む、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の非水系リチウム型蓄電素子。
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